
平成２８年１２月
検定農家への情報提供

(増刊)牛群検定通信 Ｎｏ７１
家畜改良事業団
T03-5621-8921

牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報１２月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその４２ 初産牛に十分なケア
初産牛は体格的に小さいので、先輩牛からイジメを受けることがあります。検定成績表では、どう読み
取れるでしょうか？

２ 酪農ジャ－ナル１２月号 酪農学園大学エクステンションセンタ－
牛群検定だより（第３３回）泌乳の持続性について
泌乳持続性の遺伝表示が変更となりました。

３ ザ・ホットニュ－ス 2016年 10月号 オ－ルインワン
体細胞情報からみた健康管理
牛群検定における体細胞数の度数分布を示し、平均値、中央値などを初公開

４ ＬＩＡＪニュ－ス 11月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その４５）
長命連産と産次構成（平均産次、平均除籍産次など）
検定成績表で読み取る長命連産とはどういった牛群でしょうか？

検定成績表に気象デ－タが追加されます！
本年１月から、検定成績表に検定立会時の気象情報が表記されます。これは、

気象庁のアメダスと連携した情報で、あなたの牧場から一番近いアメダス
の気象情報です。近年、アメダスは日本全国を網羅するようになり、あなた
の牧場からでも最大限に離れても２０ｋｍ程度の距離に設置されています。
新たに表記される情報は、「平均気温」「最高気温」「最低気温」「降水量」
「日照時間」「積雪量（※）」です。もちろん、あなたの牧場のデ－タとして
１年３６５日毎日の気象デ－タを蓄積してゆきます。今後の牛群の暑熱対策
や寒冷対策等いろいろな情報提供に活用していく予定です。気象情報ですから、
牛群管理のみならず圃場管理にもお役立てください。
（※）北日本や日本海側の降雪地域のみ

濃密研修会のお知らせ！
濃密研修会を以下の通り開催します。検定農家を含む牛群検定関係者、牛群検定に興味のある酪

農関係者の方々は、奮ってご参加ください。あわせて、優秀検定員表彰式も行います。
参加申し込みはお近くの検定組合事務局、または乳用牛群検定全国協議会ＨＰをご覧ください。

問合 TEL03-5621-8921 FAX03-5621-8922 Ｅﾒ-ﾙtoiawase@liaj.or.jp
乳用牛群検定全国協議会 http://liaj.or.jp/kyogikai/ 牛群検定全国協議会 検索

日程と場所
平成２９年２月２１日 栃木県宇都宮市 ホテルニュ－イタヤ
平成２９年２月１６日 福岡県福岡市 八百治博多ホテル

講演内容
○熊本県下の牛群検定における組織体制とＨＡＣＣＰ（仮題）

熊本県酪農業協同組合生産本部指導部指導課
係長 田北良継 氏

○ゲノミック評価情報と牛群検定成績表の変更について（仮題）
（一社）家畜改良事業団情報分析センタ－

次長 相原光夫 氏
○スマ－ト酪農における乳牛の行動と牛群管理（仮題）

酪農学園大学農食環境学群循環農学類家畜行動学
教授 森田 茂 氏

http://liaj.or.jp/kyogikai/


肢蹄状況とボディコンディションスコアのポスタ－配付
昨年、肢蹄状況やボディコンディションの判定の際に参照するポスタ－を全部の検定農家に配付

しました。牛舎に貼って頂いていれば、かなり汚れてきていないでしょうか？まだ、若干の在庫が
ありますので、ご希望があれば無料送付しますので、お申し出ください。

送付先住所とお名前と希望部数をお知らせください。
連絡先 Ｅメ－ル toiawase@liaj.or.jp

電 話 03-5621-8921 Ｆａｘ03-5621-8922

蹄の腫れは、濃厚飼料過多による
蹄葉炎をはじめ、その他いろいろな
蹄病を示します。蹄が腫れれば、乳
量が減少するに留まらず、体細胞数
の増大なども招き、短命な牛となっ
てしまいます。

飛節の腫れは、牛床の管理と直結
します。牛床が小さかったり、衛生
的に問題がある時など飛節が腫れて
しまいます。スコア５は間接周囲炎
で、牛が淘汰される病気のトップク
ラスです。

ボディコンディションスコアは、
牛の過肥や削痩を示すポイントです。
３を中心に０．２５刻みで観察しま
す。慣れないときは左記の写真のと
おりに２，３，４の３段階で付けて
頂いても構いません。


